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Karmasatakaに 見 られ る

「Kausambiの 抗 争 」 に つ い て

飯 渕 純 子

ア ヴ ァダ ー ナ文 献 の一・つ で あ る κarmasataka(以 下Ks.)は 梵 文 原 典 が 失 わ れ 蔵

訳 の み が現 存 す る.Ks.は 全10章 合 計127話 か ら構 成 され る.物 語 の ほ とん ど

は業 報 輪 廻 に も とつ く因縁 物 語 で あ るが そ の 内容 は多 岐 に わ た る.KS.は 姉 妹 編

とさ れ て きたAvadajzasatakaの み な らずDivvavccdayza(以 下Divy.)や 根 本 説 一 切 有

部 律(以 下MSV)等 の 文 献 と共 通 の伝 承 ・物 語 を 含 ん で い る.今 回 はKs.に 見 ら

れ る 「Kausambiの 抗 争 」 に注 目 しKs.と 根 本 説 一 切 有 部 系 の文 献 との 関 わ りにつ

い て示 した い.Ks.に は 「Kausambiの 抗 争 」 に 開 す る物 語 が 二 つ 含 ま れ て い る.

(1)第77話(第6章 ・第6話)の 現 在 物 語 の一 部 と(2)第127話(第10章 ・第13

話)で あ る.(1)で はKausambiの 比 丘 達 の抗 争 が も とで 仏 法 滅 尽 に至 る こ とが 語

られ る.こ れ は 『雑 阿 含 経 』(以 下[雑 阿])と 『阿 育 王 伝 』(以 下[伝])に パ ラ レル

が あ る.(2)はKausambi比 丘 とVaisali比 丘 の 間 に生 じ た洗 浄 用 の水 に 関 す る規

則 を巡 る争 い につ い て の物 語 で あ りMSVのKosambakavastuと 一 部 パ ラ レル で あ る.

(1)第77話(第6章 ・第6話)「Ananda(KundgahPo)」1)

【現在物 語】渥藥 を前 に した仏 陀はMahakasyapaとAnanda及 び帝釈天 と四大 王に浬 藥後 の

ことを託す.仏 陀 はAnandaに 師資相承 の系譜 を告げ,次 に帝釈天 と四大 王 にKausambzで

の抗争 と法滅の予言 を し仏法 の存続 と保護 を誓 わせ る.

【過 去物 語1】MahakasyapaとAnandaが 仏 陀の後継者 とな った因縁

【過 去物 語2】Anandaが 仏 陀の後継 者 とな った困縁

【過 去物 語3】Mahakasyapaが 仏陀の後継者 となった因縁

Ks.第77話 の現 在 物 語 後 半 に見 られ る 「Kausambiの 抗 争 」 は[雑 阿]第25巻

(大正2,177bl9-180a5)[伝]第6-7巻(大 正50,126b16-128b4)と パ ラ レル で あ る.こ

れ らの文 献 は 『阿 育 王 経 』(以 下[経])やDivy.と と もにAsokavadaン7aと して 知 ら

れ る もの で あ るが このKausambiの 抗 争 に 関 す る記 述 を含 む の は上 の二 資 料 の み で

あ る2).物 語 は浬 彙 直 前 の仏 陀 が帝 釈 天 と四 大 王 に予 言 す る形 で 語 られ る.す な わ
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ち 「仏 滅 後 千年 に南 のSaka西 のPa11ava北 のYavanaの 三 悪 王 が や って 来 て 寺 を破

壊 し比 丘 を殺 す.そ の後Kausambi国 のMahendrasena王 の 息 子 が 悪 王 達 を滅 ぼ し

比 丘 達 を供 養 す る よ う に な るが 比 丘 達 は堕 落 しKausambiで 行 わ れ た布 薩 に お い て

阿羅 漢 と三 蔵 比 丘 の 問 で 波 羅 提 木 叉 を 巡 って 争 い が 生 じ る.そ こで 三 蔵 比 丘 の弟

子 が 阿羅 漢 を殺 し,そ れ に 怒 っ た ヤ クシ ャが そ の彼 を殺 し,さ らに 阿 羅 漢 の弟 子

達 が三 蔵 比 丘 を殺 す.こ れ に よつ て正 法 は滅 尽 す るだ ろ う」 とい う もの で あ る.Ks.

と[伝]で は三 悪 王 の名 を あ げ るが[雑 阿]で は東 の兜 沙 羅 王 を加 えて 四 悪 王 とす

る.一 方,Ks.と[雑 阿]で は四 大 王 と帝釈 天 が 登 場 す る の に対 して[伝]で は 四

大 王 しか登 場 しな い.他 に もKs.に は[伝]に 共 通 の 箇 所 と[雑 阿]に 共 通 の箇 所

が 混 在 す るた めKs.の 記 述 が[雑 阿]と[伝]の どち ら に近 い とは一 概 に 言 い 難 い.

ま た[雑 阿]の この 部 分 に 関 して は 後 の 挿 入 で あ る とい う説 も あ り3),Ks。 の典 拠

とな る資 料 の 特 定 は難 しい.

と ころ で この 第77話 は前話 第76話 か ら続 く物 語 で あ る.第76話 で はMahaka.

Syapaが 仏 浬 藥 後 の後 継 者 とな る こ と及 び そ の 因 縁 物 語 が 語 られ て い る4).こ れ を

受 け て第77話 で はMahakasyapaと 並 ん でAnandaが 後 継 者 とな る こ とが 述 べ られ

る.現 在 物 語 前 半 で は 仏 陀 がAnandaに 告 げ る とい う形 で 師 資 相 承 の系 譜 が 述 べ

られ るが,こ の記 述 か らはMahakasyapa→Ananda→Madhyantika→iSanavasa→Up-

agupta→Dhitikaと い う系 譜 が読 み 取 れ る.こ れ は[伝][経]及 びMSV『 雑 事 』

に共 通 す る伝 承 で あ る5).こ こで のKs.の 記 述 は要 約 的 な もの で あ り,Ks.が これ

らの資 料 か ら要 点 を ま とめ て 抽 出 した もの と考 え られ る.こ の よ うにKs.第77話

の現 在 物 語 は[伝][経]・MSV『 森雑事 』 に共 通 す る師 資 相 承 の伝 承 の 要 約 と[森雑

阿][伝]に 共 通 す る 「Kausambiの 抗 争 」 の伝 承 に よ って 構 成 さ れ て い る.

(2)第127話(第10章 ・第13話)「Kausambi(Kausambi)」6)

【現在物 語】Kausambiの 比丘 とVaisaliの 比丘が洗浄用 の水瓶 についての規則 に違反 したか

否 かで対立 した.仏 陀は双方 に対 し争 いをやめる よう諌めたが争 いは治 ま らなかった.そ

こで仏陀 は争 いを起 こした比丘 を別々 に過 ごさせ ることを決 めた.

【過 去物語】 な し

この 「Kausambiの 抗 争 」 につ い て の話 は パ ー リ律 を は じめ 『四 分 律 』 『五 分 律 』

『十 諦 律 』 等 の 律 文 献 に見 られ る・が,Ks.の 物 語 はMSVのKos伽bakava鋤 とー

す る点 が 多 い7).特 にKausambi比 丘 とVaisali比 丘 の 間 で 争 い が 起 こっ た とす る点

や洗 浄 用 の 水 瓶 につ い て の規 則 はMSVの み に見 られ る もの で あ る.こ の規 則 と は
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「水がないのに気づいたら自分で満たすか管理者を呼ばなければならない.ど ちら

もしない場合は罪になる」 というものである.一 方,MSVで は仏陀が争いを止め

させ るためにBrahmadatta王 とDirghila王 の物語を教訓話 として語つて聞かせたこ

と,そ れでも争いが治まらず仏陀がiSravastiに行つたこと,争 いが12年 間続いた

こと,結果的にKausambiの 比丘が自らの罪を認めて和合することになったこと等

が述べられるがこれ らの記述はKs.に は見られず物語の結末 も異なっている.教

訓話が語 られる点や最終的に罪を犯 した比丘が罪を認めて和合 に至るという点は

他の律文献にも見られる.し たがつてMSVがKs.を 引用 した とは考え難い.

以上はKs,と 根本説一切有部 との関係を示す手がか りの一部に過 ぎない.Ks.

にはこの他 にも根本説一切有部の伝承 を引用 ・転用 して作 られた と考えられる物

語が多数含 まれる.Ks.と 根本説一切有部の関係については更なる検討を要する.
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